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こ さ に いたっ て金 敏 弘 して 0)蔑 観 的存臥藩薮 を 呪 い二 十六 年解敢 する に 漬た
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最 療 C, こ の嫁を.凍萄 重畳に成 宜し患部額拳款凌膚 し都 県聯凄,*毛蟹化し

たも の も して )0)そ q)一般 宙 後藤 にふ れ確が a LEb

最磯に, 番容ま モ芋 金 棒の 薦 或監泉 す 左沢 の凝 りで怒る.
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北 雄 久 に わ ける りん ご､戴培
〔要 せヨ〕

台 村 友 子

光起 久 q)壊 形 は 北 東 に津 画tiJ. 薗商 に 琴斜Lhが 号 が乳 価 に は額 科 Lhの琴

が 光 に のび 空の 鞄磯 に抑 赦 す腰 ､八 竜 凍 0)骨 鹿が 香 る. これ ら Q)山 地 虜 が草

地 に簡苦 れて盆 地 水 物底地 L鹿 '̂ 乎) が避射 田町 敵中 -Cにjh浄 療 治 F=展 商 し

こIL1巷. 削 東は賓覇 において 両壁 ,y i, 徹 して審 問 や あ り日 東が 比廉 的 長 く

しか も萄 亀 淳漆濠 を選 摩 0)蜜 濠 大 き いh 土壌 はキ 助川流 感 に肥沃1-が ある,

憂慮 は轟感 韓 が中華 を 東面 F=拝 しリ. 実 車抽 盤 も と jtに治 って亭 良 し喪 家と

適 しカ＼つ.凍寒塔聴o)啓 発 i_して りん ご葡 略 が 輿癒 さ れる 専 によ り北 艇久 の
uんご覇 感 が おご 奄 われる よう に在 った｡ 大 正 3年措 け0)て 三 岡封 に5夜歩

獲 0)鹿 首が 符 お 札た｡ ㊥ち 席 次麿 抑 01構 内を Ett葛 が. 奥 野や 官洋椅 寵賦 に

よ り -常 滑 少 し′ 戦 顔番が 回 線 し蝉 にここ2.3年 覇 の塵 加 に滝薦 しい も のが

ある} 栽 感 状 晃を みるも. ,h革 帯 三岡 村せ立 教 蔚 五 藤 久 保 釈中～亡 と 養 リ. 症

義尊 qみ で北敵 失0)紛4割 が ここ に集 中 して いるJ 戟 賠 苛喪 は 哲光 ､紅 玉専

q)中盤 ､漁連 苗密かまで. ス タ -キング､. ゴ ール デ ン. デ リシャ ス尊 は少 鵜

主 衣薮 洛 撞乗 気市債 で トラヅ7に よ り中仙澄 盈周 っ て虫蒋 される∴ 長 野 県

基 体 飢 ら見 る 宜尤舷 貧 の りん ご乗感 o)竜 める観 金 持jh3 4 , 光宿 U)大 盤産 地

の濁 由 に葡 t)ま富 者だ 殿渡 地嘘 で ある , これ 韓横 磯酷 寒 韓日この 面 をみ ても

聴 感 o)大生 産地五 弦か 意 u0)竃が 奉 る, 又 勉 の衷 搾吻 t,虻景 しこ も りん ご寮
慮 簡 素 はか く魔境､ 壌 亀葡 萄 0)方が 大 である. 光 鹿 朱に おける りん ご亀は 主

K レて煮 鼠よ り凝 塊 が 憂さ 1･Lだの であるが 粟 却都 塵 o)素 養 鷲 の不 厳 をとQ)

対応 億 払 してりん ご魂感 の輿 軌 又戦 線 0)孝養 壌 Q)不 潔経 りん ご 隈 へ の転換

に抽 象 を動 け た9 戦 機 U)喪 観萄 簾 も りんご破 壊 面 寮 の醸 計 を み 拓 は: l]んご

戦 痕 萄番 の膚 釦 に対 応 す る針 の drうに黍 蘭葡萄 の停 滞 も し(授 戒少 を 康 して

い る の 鑑み ても 賠 らが で寄 るJ

Utq)


